
資料４

日本農林規格の見直しについて

「枠組壁工法構造用製材」

平成１８年８月２４日 農林物資規格調査会





枠組壁工法構造用製材の日本農林規格の見直しについて（案）
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平成１８年８月２４日

１ 趣旨

農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律（昭和２５年法律第１

７５号）第９条の２の規定に基づき、枠組壁工法構造用製材の日本農林規格に

ついて、取引の合理化を図る観点及び実需者に良質な製品を提供する観点から

所要の見直しを行う。

２ 内容

平成６年の改正以降、銅・シプロコナゾール剤等の新たな保存処理薬剤が流

通していることから、一部の薬剤を追加するとともに、廃棄物としての処理の

際、環境問題を引き起こす等の問題があることから、平成１６年の木材保存剤

のＪＩＳ規格改正によりＣＣＡ（クロム・銅・ひ素化合物系保存剤）が削除さ

れたことを踏まえ、クロム・銅・ひ素化合物系保存剤を削除するとともに、追

加・削除する薬剤についての試験方法についても見直しを行う。



枠組壁工法構造用製材について

１ 規格の位置づけ

「枠組壁工法構造用製材の日本農林規格」は、枠組壁工法（ツーバイフォー）住宅

の建築部材として供される製材に適用され、建築基準法等に引用されているほか、建

築業者間の取引の基準として、使用の合理化及び取引の単純公正化に大きく貢献して

おり 「標準規格」として位置づけられる。、

２ 生産状況及び規格の利用実態

認定工場数

枠組壁工法構造用製材 １２０工場

平成１７年９月２１日現在

生産量（ ▲６．５％ （対平成１３年比）国内出荷量、輸入

）の増減量

国内製材出荷量と製材輸入量の推移

年次 製材品輸入量 計国内製材品出荷量

千ｍ3 千ｍ3 千ｍ3

１３ 12,577 8,980 21,557

１４ 11,675 8,583 20,258

１５ 11,326 8,849 20,175

１６ 11,023 9,123 20,146

（注）枠組壁工法構造用製材のみの数値は不明。他の製材を含む。



格付率 格付率 １０．４％ （13～15年平均）

国内製材品出荷量及び製材品輸入量の合計年度 格付量

千ｍ3 千ｍ3

１３ 2,296 21,557

１４ 2,277 20,258

１５ 1,898 20,175

平均 2,157 20,663

（注）枠組壁工法構造用製材のみの格付率は不明 （他の製材を含む ）。 。

他法令等での引用 ・ 木材の基準強度をＦｃ、Ｆｔ、Ｆｂ及びＦｓを定める件」「

（平成１２年５月３１日建設省告示第１４５２号）

・ 特殊な許容応力度及び特殊な材料強度を定める件」「

（平成１３年６月１２日国土交通省告示第１０２４号）

（昭和５７年１月１８日建設省告示第５６号）・ 評価方法基準」「

・ 枠組壁工法又は木質プレハブ工法を用いた建築物又は建築「

物の構造部分の構造方法に関する安全上必要な技術的基準を

（昭和５７年１月１８日建設省告示第５６号）定める件」
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枠組壁工法構造用製材の日本農林規格（昭和４９年７月８日農林省告示第６００号）の一部改正（案）新旧対照表

改 正 案 現 行 （ 平 成 １ ７ 年 ８ 月 １ ５ 日 改 正 ）

第１条～第３条 略 第１条～第３条 略

（甲種枠組材の規格） （甲種枠組材の規格）

第４条 甲種枠組材の規格は、次のとおりとする。 第４条 甲種枠組材の規格は、次のとおりとする。

区分 基準 区分 基準

特級 １級 ２級 ３級 特級 １級 ２級 ３級

品 略 品 略

質 保存処理（保存 保存処理を施した旨の表示がしてあるものにあっては、次の基準に適合してい 質 保存処理（保 １ 次の(1)から(7)までのいずれかの薬剤で保存処理が行われていること。

処理を施した旨 ること。 存処理を施し (1) クレオソート油保存処理薬剤

が表示されてい １ 次のアからコまでのいずれかの種類のうち、以下に示す薬剤（アからケま た旨が表示さ (2) クロム・銅・ひ素化合物系保存処理薬剤

るものに限る でについてはＪＩＳ Ｋ１５７０：２００４に規定されるものであること ） れているもの (3) アルキルアンモニウム化合物系保存処理薬剤。） 。

で保存処理が行われていること （括弧内は薬剤の記号） に限る ） (4) 銅・アルキルアンモニウム化合物系保存処理薬剤。 。

ア 第四級アンモニウム化合物系 (5) ナフテン酸銅系保存処理薬剤

ジデシルジメチルアンモニウムクロリド剤（ＡＡＣ－１） (6) ナフテン酸亜鉛系保存処理薬剤

イ 第四級アンモニウム・非エステルピレスロイド化合物系 (7) ほう素化合物系保存処理薬剤

Ｎ,Ｎ-ジデシル-Ｎ-メチル-ポリオキシエチル-アンモニウムプロピオネ

ート・シラフルオフェン剤（ＳＡＡＣ）

ウ ほう素・第四級アンモニウム化合物系

ほう素・ジデシルジメチルアンモニウムクロリド剤（ＢＡＡＣ）

エ 銅・第四級アンモニウム化合物系

（ ）銅・Ｎ-アルキルベンジルジメチルアンモニウムクロリド剤 ＡＣＱ－１

銅・ジデシルジメチルアンモニウムクロリド剤（ＡＣＱ－２）

オ 銅・アゾール化合物系

銅・シプロコナゾール剤（ＣＵＡＺ）

カ アゾール・ネオニコチノイド化合物系

シプロコナゾール・イミダクロプリド剤（ＡＺＮ）

キ 脂肪酸金属塩系

ナフテン酸銅乳剤（ＮＣＵ－Ｅ）

ナフテン酸亜鉛乳剤（ＮＺＮ－Ｅ）

第三級カルボン酸亜鉛・ペルメトリン乳剤（ＶＺＮ－Ｅ）

ク ナフテン酸金属塩系

ナフテン酸銅油剤（ＮＣＵ－Ｏ）

ナフテン酸亜鉛油剤（ＮＺＮ－Ｏ）

ケ クレオソート油
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クレオソート油剤（Ａ）

コ ほう素化合物系

ほう砂・ほう酸混合物又は八ほう酸ナトリウム製剤（Ｂ）

２ 略 ２ 略

３ 別記の３の の吸収量試験の結果、薬剤の吸収量が次の表の左欄に掲げる ３ 別記３の(3)の吸収量試験を行い、薬剤吸収量が性能区分及び使用した薬剤に(3)

性能区分及び中欄に掲げる使用した薬剤の区分に応じ、それぞれ同表の右欄 応じ、次の表の基準に適合すること。

に掲げる基準に適合していること。なお、複数の有効成分を配合したものの

、 、基準は その配合比がＪＩＳ Ｋ１５７０：２００４に規定する範囲内であり

かつ、各有効成分の合計が次の表の基準に適合していること。

性能 使用した薬剤の種 基準 性能 使用した薬剤 基準

区分 類 区分

Ｋ１ ほう素化合物系 ほう酸として１ ２ｋｇ／ｍ 以上であること Ｋ１ ほう素化合物 ほう酸として１．２ｋｇ／ｍ 以上であること。． 。３ ３

３Ｋ２ 第四級アンモニウ ジデシルジメチルアンモニウムクロリド（以 Ｋ２ クロム・銅・ひ素 クロム・銅・ひ素化合物として１．８ｋｇ／ｍ

。 、 ． 。ム化合物系 下「ＤＤＡＣ」という ）として２．３ｋｇ／ 化合物 以上であつて ９ ０ｋｇ／ｍ 以下であること３

ｍ 以上であること。３

第四級アンモニウ 第四級アンモニウム・非エステルピレスロイ アルキルアンモニ ジデシルジメチルアンモニウムクロライド（以下

ム・非エステルピ ド化合物として１．３ｋｇ／ｍ 以上であるこ ウム化合物 「ＤＤＡＣ」という ）として２．３ｋｇ／ｍ 以３ ３。

レスロイド化合物 と。 上であること。

系

銅・アルキルアン 銅・アルキルアンモニウム化合物として１．３ｋ

ほう素・第四級ア ほう素・第四級アンモニウム化合物として１ モニウム化合物 ｇ／ｍ 以上であること。． ３

ンモニウム化合物 ６ｋｇ／ｍ 以上であること。３

系

銅・第四級アンモ 銅・アルキルアンモニウム化合物として１．

ニウム化合物系 ３ｋｇ／ｍ 以上であること。３

ナフテン酸銅 油剤にあつては銅として０．４ｋｇ／ｍ 以上、３

銅・アゾール化合 銅・シプロコナゾール化合物として０．５ｋ 乳剤にあつては銅として０．５ｋｇ／ｍ 以上で３

物系 ｇ／ｍ 以上であること。 あること。３

．アゾール・ネオニ アゾール・ネオニコチノイド化合物として０

． 、コチノイド化合物 ０８ｋｇ／ｍ 以上であること。 ナフテン酸亜鉛 油剤にあつては亜鉛として０ ８ｋｇ／ｍ 以上３ ３

系 乳剤にあつては亜鉛として１．０ｋｇ／ｍ 以上３

であること。

、 ．脂肪酸金属塩系 銅を主剤としたものにあっては 銅として０

５ｋｇ／ｍ 以上であること。３
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亜鉛を主剤としたものにあっては、亜鉛とし

て１．０ｋｇ／ｍ 以上であること。３

亜鉛及びペルメトリンを主剤としたものにあ

っては、化合物として１．３ｋｇ／ｍ 以上で３

あること。

、 ．ナフテン酸金属塩 銅を主剤としたものにあっては 銅として０

系 ４ｋｇ／ｍ 以上であること。３

亜鉛を主剤としたものにあっては、亜鉛とし

て０．８ｋｇ／ｍ 以上であること。３

３ ３Ｋ３ 第四級アンモニウ ＤＤＡＣとして４．５ｋｇ／ｍ 以上であるこ Ｋ３ クロム・銅・ひ素 クロム・銅・ひ素化合物として３．５ｋｇ／ｍ

ム化合物系 と。 化合物 以上であつて、１０．５ｋｇ／ｍ 以下であるこ３

と。

第四級アンモニウ 第四級アンモニウム・非エステルピレスロイ

． 。ム・非エステルピ ド化合物として２．５ｋｇ／ｍ 以上であるこ アルキルアンモニ ＤＤＡＣとして４ ５ｋｇ／ｍ 以上であること３ ３

レスロイド化合物 と。 ウム化合物

系

銅・アルキルアン 銅・アルキルアンモニウム化合物として２．６ｋ

ほう素・第四級ア ほう素・第四級アンモニウム化合物として３ モニウム化合物 ｇ／ｍ 以上であること。． ３

ンモニウム化合物 ２ｋｇ／ｍ 以上であること。３

系

銅・第四級アンモ 銅・アルキルアンモニウム化合物として２．

ニウム化合物系 ６ｋｇ／ｍ 以上であること。３

ナフテン酸銅 油剤にあつては銅として０．８ｋｇ／ｍ 以上、３

銅・アゾール化合 銅・シプロコナゾール化合物として１．０ｋ 乳剤にあつては銅として１．０ｋｇ／ｍ 以上で３

物系 ｇ／ｍ 以上であること。 あること。３

．アゾール・ネオニ アゾール・ネオニコチノイド化合物として０

． 、コチノイド化合物 １５ｋｇ／ｍ 以上であること。 ナフテン酸亜鉛 油剤にあつては亜鉛として１ ６ｋｇ／ｍ 以上３ ３

系 乳剤にあつては亜鉛として２．０ｋｇ／ｍ 以上３

であること。

、 ．脂肪酸金属塩系 銅を主剤としたものにあっては 銅として１

０ｋｇ／ｍ 以上であること。３

亜鉛を主剤としたものにあっては 、亜鉛とし

て２．０ｋｇ／ｍ 以上であること。３

亜鉛及びペルメトリンを主剤としたものにあ

っては、化合物として２．５ｋｇ／ｍ 以上で３
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あること。

、 ．ナフテン酸金属塩 銅を主剤としたものにあっては 銅として０

系 ８ｋｇ／ｍ 以上であること。３

亜鉛を主剤としたものにあっては、亜鉛とし

て１．６ｋｇ／ｍ 以上であること。３

Ｋ４ クレオソート油 クレオソート油として８０ｋｇ／ｍ 以上であ Ｋ４ クレオソート油 クレオソート油として８０ｋｇ／ｍ 以上である３ ３

ること。 こと。

３ ３第四級アンモニウ ＤＤＡＣとして９．０ｋｇ／ｍ 以上であるこ クロム・銅・ひ素 クロム・銅・ひ素化合物として６．０ｋｇ／ｍ

ム化合物系 と。 化合物 以上であつて、１８．０ｋｇ／ｍ 以下であるこ３

と。

第四級アンモニウ 第四級アンモニウム・非エステルピレスロイ

． 。ム・非エステルピ ド化合物として５．０ｋｇ／ｍ 以上であるこ アルキルアンモニ ＤＤＡＣとして９ ０ｋｇ／ｍ 以上であること３ ３

レスロイド化合物 と。 ウム化合物

系

銅・アルキルアン 銅・アルキルアンモニウム化合物として５．２ｋ

ほう素・第四級ア ほう素・第四級アンモニウム化合物として６ モニウム化合物 ｇ／ｍ 以上であること。． ３

ンモニウム化合物 ４ｋｇ／ｍ 以上であること。３

系

銅・第四級アンモ 銅・アルキルアンモニウム化合物として５．

ニウム化合物系 ２ｋｇ／ｍ 以上であること。３

ナフテン酸銅 油剤にあつては銅として１．２ｋｇ／ｍ 以上、３

銅・アゾール化合 銅・シプロコナゾール化合物として２．０ｋ 乳剤にあつては銅として１．５ｋｇ／ｍ 以上で３

物系 ｇ／ｍ 以上であること。 あること。３

．アゾール・ネオニ アゾール・ネオニコチノイド化合物として０

． 、コチノイド化合物 ３ｋｇ／ｍ 以上であること。 ナフテン酸亜鉛 油剤にあつては亜鉛として３ ２ｋｇ／ｍ 以上３ ３

系 乳剤にあつては亜鉛として４．０ｋｇ／ｍ 以上３

であること。

、 ．脂肪酸金属塩系 銅を主剤としたものにあっては 銅として１

５ｋｇ／ｍ 以上であること。３

亜鉛を主剤としたものにあっては、亜鉛とし

て４．０ｋｇ／ｍ 以上であること。３

亜鉛及びペルメトリンを主剤としたものにあ

つては、化合物として５．０ｋｇ／ｍ 以上で３

あること。
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、 ．ナフテン酸金属塩 銅を主剤としたものにあっては 銅として１

系 ２ｋｇ／ｍ 以上であること。３

亜鉛を主剤としたものにあっては、亜鉛とし

て３．２ｋｇ／ｍ 以上であること。３

Ｋ５ クレオソート油 クレオソート油として１７０ｋｇ／ｍ 以上で Ｋ５ クレオソート油 クレオソート油として１７０ｋｇ／ｍ 以上であ３ ３

あること。 ること。

３銅・第四級アンモ 銅・アルキルアンモニウム化合物として１０ クロム・銅・ひ素 クロム・銅・ひ素化合物として７．５ｋｇ／ｍ．

ニウム化合物系 ５ｋｇ／ｍ 以上であること。 化合物 以上であつて、２２．５ｋｇ／ｍ 以下であるこ３ ３

と。

脂肪酸金属塩系 銅として２．３ｋｇ／ｍ 以上であること。３

ナフテン酸金属塩 銅として１．８ｋｇ／ｍ 以上であること。３

系

略 略 略 略

表 略 略 表 略 略

示 表示の方法 １ 略 示 表示の方法 １ 略

２ 保存処理のうち性能区分がＫ１のものにあっては「保存処理Ｋ１」と、性 ２ 保存処理のうち性能区分がＫ１のものにあつては「保存処理Ｋ１」と、性能

能区分がＫ２のものにあっては「保存処理Ｋ２」と、性能区分がＫ３のもの 区分がＫ２のものにあつては「保存処理Ｋ２」と、性能区分がＫ３のものにあ

「 」 、 「 」にあっては「保存処理Ｋ３」と、性能区分がＫ４のものにあっては「保存処 つては 保存処理Ｋ３ と 性能区分がＫ４のものにあつては 保存処理Ｋ４

理Ｋ４」と、性能区分がＫ５のものにあっては「保存処理Ｋ５」と記載する と、性能区分がＫ５のものにあつては「保存処理Ｋ５」と記載するほか、使用

ほか、使用した薬剤を次の表に掲げる薬剤名又は薬剤の記号に掲げる記号を した薬剤を次の表に掲げる薬剤名又は薬剤の記号に掲げる記号をもつて記載す

もって記載すること。 ること。

薬剤名 薬剤の記号 薬剤名 薬剤の記号

ジデシルジメチルアンモニウムクロリド剤 ＡＡＣ－１ ほう素化合物 Ｂ

Ｎ,Ｎ-ジデシル-Ｎ-メチル-ポリオキシエチル- ＳＡＡＣ クロム・銅・ひ素化合物 ＣＣＡ

アンモニウムプロピオネート・シラフルオフェ

ン剤

ほう素・ジデシルジメチルアンモニウムクロリ ＢＡＡＣ アルキルアンモニウム化合物 ＡＡＣ

ド剤

銅・Ｎ-アルキルベンジルジメチルアンモニウ ＡＣＱ－１ 銅・アルキルアンモニウム化合物 ＡＣＱ
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ムクロリド剤

銅・ジデシルジメチルアンモニウムクロリド剤 ＡＣＱ－２

銅・シプロコナゾール剤 ＣＵＡＺ ナフテン酸銅 ＮＣＵ

シプロコナゾール・イミダクロプリド剤 ＡＺＮ

ナフテン酸銅乳剤 ＮＣＵ－Ｅ ナフテン酸亜鉛 ＮＺＮ

ナフテン酸亜鉛乳剤 ＮＺＮ－Ｅ

第三級カルボン酸亜鉛・ペルメトリン乳剤 ＶＺＮ－Ｅ クレオソート油 Ａ

ナフテン酸銅油剤 ＮＣＵ－Ｏ

ナフテン酸亜鉛油剤 ＮＺＮ－Ｏ

クレオソート油 Ａ

ほう砂・ほう酸混合物又は八ほう酸ナトリウム Ｂ

製剤

３ 略 ３ 略

略 略 略 略

第５条～第７条 略 第５条～第７条 略

別記（第４条－第６条関係）別記（第４条－第６条関係）

１～２ 略 １～２ 略

３ 試験の方法 ３ 試験の方法

(1) 略 (1) 略

(2) 浸潤度試験 (2) 浸潤度試験

ア～イ 略 ア～イ 略

ウ 試験の方法 ウ 試験の方法

。 （ ） 。 （ ）試験片の切断面を保存処理薬剤ごとに次に定める方法により呈色させる 使用する薬品 試薬 試験片の切断面を保存処理薬剤ごとに次に定める方法により呈色させる 使用する薬品 試薬

に日本工業規格（以下「ＪＩＳ」という ）の規格がある場合には、ＪＩＳによるものとする。 に日本工業規格（以下「ＪＩＳ」という ）の規格がある場合には、ＪＩＳによるものとする。。 。

(ｱ) 第四級アンモニウム化合物系保存処理薬剤で処理されたもの (ｱ) クレオソート油保存処理薬剤で処理されたもの

Ａ液（酢酸１８ｇに水を加えて１００ｍＬとしたもの）を塗布又は噴霧して約３分間放置 クレオソート油による着色を確認する。

後、Ｂ液（ブロモフェノールブルー０．２ｇをアセトンに溶解して１００ｍＬとしたもの） 浸潤部は淡褐色に呈色する。
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を塗布又は噴霧する。 (ｲ) クロム・銅・ひ素化合物系保存処理薬剤で処理されたもの

約５分後に浸潤部は青色に呈色し、未浸潤部は黄色に呈色する。 １，５―ジフェニルカルボノヒドラジド０．５ｇを２―プロパノール５０ｍｌに溶解し、５

(ｲ) 第四級アンモニウム・非エステルピレスロイド化合物系保存処理薬剤 ０ｍｌの水を加えたものを塗布し、又は噴霧する。

(ｱ)に同じ。 浸潤部は淡赤褐色又は赤紫色に呈色する。

(ｳ) ほう素・第四級アンモニウム化合物系保存処理薬剤 (ｳ) アルキルアンモニウム化合物系保存処理薬剤で処理されたもの

(ｱ)に同じ。 Ａ液（酢酸１８ｇに水を加えて１００ｍｌとしたもの）を塗布し、又は噴霧して約３分間放

(ｴ) 銅・第四級アンモニウム化合物系保存処理薬剤で処理されたもの 置後、Ｂ液（ブロモフェノールブルー０．２ｇをアセトンに溶解して１００ｍｌとしたもの）

クロムアズロールＳ０．５ｇと酢酸ナトリウム５ｇとを水５００ｍＬに溶解したものを塗 を塗布し、又は噴霧する。

布又は噴霧する。浸潤部は濃緑色に呈色する。 約５分後に浸潤部は青色に呈色し、未浸潤部は黄色に呈色する。

(ｵ) 銅・アゾール化合物系保存処理薬剤 (ｴ) 銅・アルキルアンモニウム化合物系保存処理薬剤で処理されたもの

に同じ。 クロムアズロールＳ０．５ｇと酢酸ナトリウム５ｇとを水５００ｍｌに溶解したものを塗布

(ｶ) アゾール・ネオニコチノイド化合物系保存処理薬剤 し、又は噴霧する。

ジチゾン（１，５－ジフェニルチオカルバゾン）０．１ｇをアセトン１００ｍＬに溶解し 浸潤部は濃緑色に呈色する。

たものを塗布又は噴霧する。 (ｵ) ナフテン酸銅系保存処理薬剤で処理されたもの

浸潤部は赤色に呈色する （なお、当該薬剤の場合、処理材中の有効成分の挙動が同様であ に同じ。。 

る亜鉛化合物を混入し、これを呈色させ確認する ） 浸潤部は青紫色に呈色する。。

(ｷ) 脂肪酸金属塩系及びナフテン酸金属塩系の保存処理薬剤のうち、銅を主剤としたもので処 (ｶ) ナフテン酸亜鉛系保存処理薬剤で処理されたもの

理されたもの ジチゾン（１，５－ジフェニルチオカルバゾン）０．１ｇをクロロホルム１００ｍｌに溶解

(ｴ)に同じ。ただし 「水５００ｍＬ」を「水とエタノールを１：１に混合したもの５００ したものを塗布し、又は噴霧する。、

ｍＬ」と読み替える。 浸潤部は赤色に呈色する。

浸潤部は青紫色に呈色する。 (ｷ) ほう素化合物系保存処理薬剤で処理されたもの

(ｸ) 脂肪酸金属塩系及びナフテン酸金属塩系の保存処理薬剤のうち、亜鉛を主剤としたもので クルクミン（植物製）２ｇをエタノール（９５％）９８ｇに溶解したものを塗布し、乾燥さ

処理されたもの せた後、塩酸２０ｍｌに水を加えて１００ｍｌとしたものにサリチル酸を飽和させた指示薬を

(ｶ)に同じ。 塗布する。

(ｹ) クレオソート油保存処理薬剤で処理されたもの 浸潤部は赤色に呈色し、未浸潤部は黄色に呈色する。

クレオソート油による着色を確認する。

浸潤部は淡褐色に呈色する。

(ｺ) ほう素化合物系保存処理薬剤で処理されたもの

クルクミン（植物製）２ｇをエタノール（９５％）９８ｇに溶解したものを塗布し、乾燥

させた後、塩酸２０ｍＬに水を加えて１００ｍＬとしたものにサリチル酸を飽和させた指示

薬を塗布する。

浸潤部は赤色に呈色し、未浸潤部は黄色に呈色する。

(3) 吸収量試験(3) 吸収量試験

ア 略 ア 略

イ 吸収量の算出 イ 吸収量の算出

試料に含有される薬剤又は主要成分を保存処理薬剤ごとにウに示す方法により定量し、次の 試料に含有される薬剤又は主要成分を保存処理薬剤ごとにウに示す方法により定量し、次の式

式によって算出する。ただし、これ以外の方法によつて、試験片の適合基準に適合するかどう によつて算出する。ただし、これ以外の方法によつて、試験片の適合基準に適合するかどうかを

かを明らかに判定できる場合には、その方法によることができる。 明らかに判定できる場合には、その方法によることができる。

薬剤含有量（ｍｇ） 薬剤含有量（ｍｇ）

吸収量（ｋｇ／ｍ ）＝───────―――――――── 吸収量（ｋｇ／ｍ ）＝───────―――――――──3 3
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採取した試料の全乾体積（ｃｍ ） 採取した試料の全乾体積（ｃｍ ）3 3

なお、採取した試料の全乾体積は、採取した試験片又は近接した部分から採取した木片より

全乾密度を求め、これを用いて次の式によって算出する。

採取した試料の全乾質量（ｇ）

採取した試料の全乾体積（ｃｍ3）＝

全乾密度

ウ 試験の方法ウ 試験方法

(ｱ) 第四級アンモニウム化合物系保存処理薬剤で処理されたもの (ｱ) クレオソート油保存処理薬剤で処理されたもの

Ａ 試料液の調製 Ａ 試料液の調製

試料約１ｇを球管冷却器付き３００ｍＬの平底フラスコに正確に量り採り、塩酸―エタ 試料約１ｇ（薬剤含有量により試料の量は調整する。以下同じ ）を円筒ろ紙に正確に量り。

ノール混液５０ｍＬを加えて湯浴上で３時間煮沸する。放冷後、抽出物を吸引ろ過すると 採り、ソックスレー抽出器に装着して、エタノール─ベンゼン混液（１：２ｖ／ｖ。以下同

ともに、木粉を約３０ｍＬのエタノールで洗浄する。ろ液は１００ｍＬのメスフラスコに じ ）５０ｍｌで抽出流下液が無色透明になるまで抽出し、これを試料液とする。。

移し、標線までエタノールで希釈し、これを試料液とする。 Ｂ 定量方法

Ｂ 試薬の調製 ａ 試料液を、１００ｍｌのなす型フラスコにエタノール―ベンゼン混液１０ｍｌで洗いな

ａ ジデシルジメチルアンモニウムクロリド（以下「ＤＤＡＣ」という ）標準液ＤＤＡＣ がら移し入れ、ロータリーエバポレーターに装着して５０℃の湯浴上で減圧しながら濃縮。

０．１ｇを正確に量り採り、１，０００ｍＬのメスフラスコに入れ、標線まで水で希釈 する。１００ｍｌのなす型フラスコの質量が恒量になるまで濃縮した後、フラスコの外面

したもの。 をよく拭つて質量を測定する。

ｂ 検量線用標準液 ｂ 別に空試験として、試料製材と同じ樹種の無処理の木材を用いてＡ及びａと同様に操作

ＤＤＡＣ標準液０～４ｍＬを段階的にビーカーに量り採り、それぞれについて塩酸― して質量を測定する。

エタノール混液２ｍＬを加えた後、水を加えて約４０ｍＬとし、１ｍｏｌ／Ｌ水酸化ナ Ｃ 薬剤含有量の計算方法

トリウム溶液）数滴を加えて、万能ｐＨ試験紙によるｐＨを約３．５としたもの。 Ｂによつて求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

ｃ 塩酸―エタノール混液 薬剤含有量（ｍｇ）＝（Ｂのａで測定された質量（ｍｇ）－Ｂのａで使用されたなす型フ

塩酸（３５％）３ｍＬにエタノールを加えて１００ｍＬとしたもの。 ラスコの質量（ｍｇ ）－（Ｂのｂで測定された質量（ｍｇ）－Ｂのｂで使用されたなす型フ）

ｄ １ｍｏｌ／Ｌ水酸化ナトリウム溶液 ラスコの質量（ｍｇ ））

水酸化ナトリウム４ｇを水に溶解して１００ｍＬとしたもの。 (ｲ) クロム・銅・ひ素化合物系保存処理薬剤で処理されたもの

ｅ ｐＨ３．５の緩衡液 Ａ 吸光光度法

０．１ｍｏｌ／Ｌ酢酸水溶液と０．１ｍｏｌ／Ｌ酢酸ナトリウム水溶液を１６：１で ａ 試料液の調製

混合したもの。 試料約１ｇを５００ｍｌの共通すり合わせトラップ球付き丸底フラスコに正確に量り採

ｆ オレンジⅡ溶液（０．１（Ｗ／Ｖ）％） り、過酸化水素水（３０％。以下同じ ）１０ｍｌ及び硫酸２ｍｌを添加する。これを砂浴。

オレンジⅡ（ｐ―β―ナフトール・アゾベンゼンスルフォン酸）０．１ｇを水に溶解 上で徐々に加熱し、内容物を分解する。フラスコの内容物が約２ｍｌになつたところで、

し、１００ｍＬとしたもの。 過酸化水素水５ｍｌを追加する。この操作を繰り返し、木材が完全に分解して内容物が透

Ｃ 検量線の作成 明な緑色になつたところで約２ｍｌになるまで濃縮した後放冷する。フラスコの内壁を水

あらかじめ、ｐＨ３．５の緩衡液１０ｍＬ、オレンジⅡ溶液（０．１（Ｗ／Ｖ）％）３ で洗いながら内容物を１，０００ｍｌのメスフラスコに移し、標線まで水で希釈し、これ

ｍＬ、塩化ナトリウム５ｇ及びクロロホルム２０ｍＬを入れた１００ｍＬの分液ロートに を試料液とする。

検量線用標準液を加える。約５分間振とう後、約３０分間静置してクロロホルム層と水層 ｂ 試薬及び検量線の作成

の分離を待った後、クロロホルム層の一部を採り、少量の硫酸ナトリウム（無水）を加え 試薬及び検量線の作成は、工場排水試験方法のＪＩＳ Ｋ０１０２に規定するところに

て脱水し、波長４８５ｎｍにおける吸光度を測定して検量線を作成する。 よるものとする。

Ｄ 定量方法 ｃ 定量方法

Ａで調製した試料液のうちから、ＤＤＡＣとして０．４ｍｇ以下を含む量を正確に量り (a) クロム化合物

採り、１００ｍＬのビーカーに入れ、水を加えて約４０ｍＬとした後、１ｍｏｌ／Ｌ水酸 Ａ及びＢの２個のビーカーを用意し、試料液３０ｍｌ未満（Ｃｒとして０．００３～
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化ナトリウム溶液数滴を加えて、万能ｐＨ試験紙によるｐＨを約３．５とし、これを試験 ０．０５ｍｇを含む ）を正確に量り採り、それぞれのビーカーに入れる。Ａビーカーの。

溶液とする。 試料液は水を加えて３０ｍｌとし、硫酸（１＋１）０．５ｍｌを加えかき混ぜた後、過

あらかじめ、ｐＨ３．５の緩衝液１０ｍＬ、オレンジⅡ溶液３ｍＬ、塩化ナトリウム５ マンガン酸カリウム溶液（０．３Ｗ／Ｖ％。以下同じ ）数滴を加え微紅色とする。加熱。

ｇ及びクロロホルム２０ｍＬを入れた１００ｍＬの分液ロートに、試験液を加える。約５ して微紅色が消えたら更に過マンガン酸カリウム溶液を滴下し、５分間煮沸しても微紅

分間振とう後、約３０分間静置してクロロホルム層と水層の分離を待った後、クロロホル 色が残るまでこの操作を続ける。冷却後、尿素溶液（２０Ｗ／Ｖ％）１０ｍｌを加え、

ム層の一部を採り、少量の硫酸ナトリウム（無水）を加えて脱水し、波長４８５ｎｍにお 激しくかき混ぜながら亜硝酸ナトリウム溶液（１０Ｗ／Ｖ％）を滴下して過剰の過マン

ける吸光度を測定し、検量線からＤＤＡＣの量を求める。 ガン酸を分解する。冷却後、ビーカーの内壁を水で洗いながら５０ｍｌのメスフラスコ

Ｅ 薬剤含有量の計算方法 に移し入れ、液温を約１５℃にし、１，５―ジフェニルカルボノヒドラジド溶液（１Ｗ

。 。） 、 、Ｄによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。 ／Ｖ％ 以下同じ １ｍｌを加えて直ちに振り混ぜ 更に水を標線まで加えて振り混ぜ

１００ ５分間放置した後１０ｍｍの吸収セルに移し、これをＡ液とする。Ｂビーカーの試料液

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×─────────── に硫酸（１＋１）０．５ｍｌを加え、ビーカーの内壁を水で洗いながら５０ｍｌのメス

試料液の採取量（ｍＬ） フラスコに移し入れ、１，５―ジフェニルカルボノヒドラジド溶液１ｍｌを加え、標線

Ｐ：検量線から求めたＤＤＡＣの量（ｍｇ） まで水で希釈し、よく振り混ぜた後吸収セルに移し、これをＢ液とする。Ｂ液を対照液

としてＡ液の吸光度を波長５４０ｎｍ付近で測定し、あらかじめ作成した検量線からク

(ｲ) 第四級アンモニウム・非エステルピレスロイド化合物系保存処理薬剤 ロムの量を求め、次式によりクロム化合物の量を算出する。

Ａ 試料液の調製 １，０００

ａ Ｎ，Ｎ－ジデシル－Ｎ－メチル－ポリオキシエチルアンモニウムプロピオネート（以 ＣｒＯ ＝Ｃｒ×１．９２３×──────────３

下「ＤＭＰＡＰ」という ） 試料液採取量（ｍｌ）。

試料約１ｇを球管冷却器付き３００ｍＬの平底フラスコに正確に量り採り、塩酸―エ ＣｒＯ ：クロム化合物の量（ｍｇ）３

タノール混液５０ｍＬを加えて湯浴上で３時間煮沸する。放冷後、抽出物を吸引ろ過す Ｃｒ ：検量線から求めたクロムの量（ｍｇ）

るとともに、木粉を約３０ｍＬのエタノールで洗浄する。ろ液は１００ｍＬのメスフラ (b) 銅化合物

． 、スコに移し、標線までエタノールで希釈し、これを試料液とする。 試料液中の銅の量を工場排水試験方法のＪＩＳ Ｋ０１０２の５２ １によつて求め

ｂ ４－エトキシフェニル［３－（４－フルオロ－３－フェノキシフェニル）プロピル］ 次式により銅化合物の量を算出する。

ジメチルシラン（以下「シラフルオフェン」という ） １，０００。

試料約５ｇを供栓付き２００ｍＬの三角フラスコに正確に量り採り、アセトニトリル ＣｕＯ＝Ｃｕ×１．２５２×──────────

５０～７０ｍＬ及びぎ酸を加えて１時間振動抽出する。抽出後、抽出物を吸引ろ過する 試料液採取量（ｍｌ）

とともに、木粉を約３０ｍＬのアセトニトリルで洗いこむ、ろ液をロータリーエバポレ ＣｕＯ：銅化合物の量（ｍｇ）

ーターに装着して４５℃の湯浴上で減圧しながら概ね０．５ｍＬになるまで濃縮する。 Ｃｕ ：検量線から求めた銅の量（ｍｇ）

これを少量のアセトニトリルで溶解した後、２５ｍＬのメスフラスコに移し、同じ液で (c) ひ素化合物

標線まで希釈し、これを試料液とする。 試料液中のひ素の量を工場排水試験方法のＪＩＳ Ｋ０１０２の６１．１によつて求

Ｂ 試薬の調製 め、次式によりひ素化合物の量を算出する。

ａ ＤＭＰＡＰ １，０００

(a) ＤＭＰＡＰ標準溶液 Ａｓ Ｏ ＝Ａｓ×１．５３４×──────────２ ５

ＤＭＰＡＰ標準品 純度９５％以上で既知のもの 約０ ０５ｇを正確に量り採り 試料液採取量（ｍｌ）（ ） ． 、

メタノールで１００ｍＬのメスフラスコに移し標線まで希釈する。 Ａｓ Ｏ ：ひ素化合物の量（ｍｇ）２ ５

(b) 塩酸―エタノール混液 Ａｓ ：検量線から求めたひ素の量（ｍｇ）

塩酸（３５％）３ｍＬにエタノールを加えて１００ｍＬとしたもの。 ｄ 薬剤含有量の計算方法

(c) 酢酸緩衝溶液 ｃによつて求めた値からそれぞれ次式により薬剤含有量を算出する。

酢酸２０ｍＬ、塩化ベンゾニトニウム０．７５ｇをメタノールで１０００ｍＬにし １

たもの。 薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×──
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ｂ シラフルオフェン ε

シラフルオフェン標準溶液 Ｐ：クロム化合物、銅化合物又はひ素化合物の量（ｍｇ）

シラフルオフェン標準品（純度９５％以上で既知のもの）約０．０１ｇを正確に量り ε：各成分の定量値を薬剤含有量に換算するための係数で、次の表に掲げるとおり

採り、アセトニトリルで１００ｍＬのメスフラスコに移し標線まで希釈する。 とする。

Ｃ 検量線の作成

ａ ＤＭＰＡＰ 薬剤の種類

ＤＭＰＡＰ標準溶液を段階的に１０～５０μｇ／ｍＬになるよう調整し、高速液体ク 成分 ＣＣＡ１ ＣＣＡ２ ＣＣＡ３

（ 、 。） （ ． 。 。）ロマトグラフ 以下 ＨＰＬＣという 専用フィルタ 孔径０ ４５μｍ 以下同じ

で濾過し、検量線とする。 クロム化合物 ０．６５５ ０．３５３ ０．４７５

ｂ シラフルオフェン

シラフルオフェン標準溶液を段階的に１０～５０μｇ／ｍＬになるよう調整し、ＨＰ 銅化合物 ０．１８１ ０．１９６ ０．１８５

ＬＣ専用フィルタで濾過し、検量線とする。

Ｄ 定量方法 ひ素化合物 ０．１６４ ０．４５１ ０．３４０

ａ ＤＭＰＡＰ

Ｂ 原子吸光光度法

ａ 試料液の調製

Ａのａに同じ ただし １ ０００ｍｌのメスフラスコに移し 標線 とあるのは ２。 、「 ， 、 」 、「

項 目 ＨＰＬＣ条件 ５０ｍｌのメスフラスコに移し、硫酸ナトリウム溶液（３Ｗ／Ｖ％。以下同じ ）２５ｍｌ。

を加えた後、標線」と読み替えるものとする。

カラム ＳＣＸカラム（Ｉ.Ｄ：４．６ｍｍ，Ｌ：１２５ｍｍ） ｂ 検量線作成用の標準試料原液及び標準試料溶液の作成

移動相 メタノール：酢酸緩衝溶液 ＝ ５０：１０ （V/V） (a) 標準試料原液の作成

移動相流速 ２．５ｍＬ／min 硫酸銅（Ⅱ）五水和物０．９８３ｇ、二クロム酸カリウム１．４１５ｇ及び三酸化二

カラム温度 室温 ひ素０．６６０ｇを、それぞれ３００ｍｌのビーカーに入れる。水２５ｍｌ、過酸化水

測定波長 ２２０ｎｍ（ＵＶ検出器） 素水１０ｍｌ及び硫酸４ｍｌを加え、砂浴上で徐々に加熱し溶解する。ビーカーの内壁

注入量 １０ μＬ を水で洗いながら内容物を５００ｍｌのメスフラスコに移し、硫酸ナトリウム溶液（３

Ｗ／Ｖ％）５０ｍｌを加え、標線まで水で希釈し、これを標準試料原液とする。この標

ｂ シラフルオフェン 準試料原液の濃度は、Ｃｒとして１ｍｇ／ｍｌ、Ｃｕとして０．５ｍｇ／ｍｌ、Ａｓと

試料液をＨＰＬＣ専用フィルタで濾過して下記の条件を標準としてＨＰＬＣで測定す して１ｍｇ／ｍｌとなる。

る。検量線からＤＭＰＡＰの量を求める。 （注） 標準試料原液は、市販の原子吸光分析用標準液を使用して調製する場合は、ク

ロム、銅及びひ素の濃度が２：１：２の割合となるように混合し、過酸化水素水

項 目 ＨＰＬＣ条件 を加えクロムを還元し、硫酸濃度が０．１４４ｍｏｌ／ｌ、硫酸ナトリウム濃度

が０．３％となるよう調製しなければならない。

カラム ＯＤＳ系カラム（Ｉ.Ｄ：４．６ｍｍ，Ｌ：１５０ｍｍ等） (b) 標準試料溶液の作成

移動相 アセトニトリル：メタノール：水＝６５：１５：２０ （V/V） 標準試料原液１０ｍｌを１００ｍｌのメスフラスコに入れ、標線まで硫酸―硫酸ナト

移動相流速 ２．０ｍＬ／min リウム溶液（水５００ｍｌ中に硫酸８ｍｌを注ぎ入れ、かき混ぜた後、硫酸ナトリウム

カラム温度 ４０℃ ３ｇを溶解し水で希釈して１，０００ｍｌとしたもの。以下同じ ）で希釈する。その中。

測定波長 ２３０ｎｍ（ＵＶ検出器） から、０～１５ｍｌを１００ｍｌのメスフラスコに段階的に正確に量り採り、それぞれ

注入量 ５ μＬ 硫酸―硫酸ナトリウム溶液を標線まで加えたものを標準試料溶液とする。

ｃ 定量方法

Ｅ 薬剤含有量の計算方法 標準試料溶液について、原子吸光光度計により、クロム、銅及びひ素それぞれの吸光度
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ａ ＤＭＰＡＰ を測定する。標準試料溶液の濃度を横軸に、吸光度を縦軸にとり、グラフ上にプロットし

Ｄのａによつて求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。 検量線を作成する。試料液についても、同一条件で吸光度を測定し、検量線の直線領域に

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×１００ より目的成分の濃度を求める。各成分ごとの燃焼炎及び測定に用いる分析線の波長は、次

Ｐ：検量線から求めたＤＭＰＡＰの量（ｍｇ） の表のとおりとする。

ｂ シラフルオフェン

Ｄのｂによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。 成分 燃焼炎 測定波長（ｎｍ）

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×２５

Ｐ：検量線から求めたシラフルオフェンの量（ｍｇ） クロム 空気－アセチレン ３５７．９又は４２９．０

(ｳ) ほう素・第四級アンモニウム化合物系保存処理薬剤

Ａ 試料液の調製 銅 空気－アセチレン ３２４．８

ａ ほう素化合物

(a) クルクミン法 ひ素 アルゴン－水素 １９３．７又は１９７．２

試料約１ｇをるつぼ又は蒸発皿に正確に量り採り、炭酸ナトリウム溶液を加えてア

ルカリ性として、水浴上でその混合物を乾燥させる。次にマッフル炉を用いてできる （注） １ 試料液の吸光度が検量線の範囲を超える場合は、硫酸―硫酸ナトリウム溶液で一定量に希釈

だけ低い温度でゆっくり灰化させ、次第に温度を上げて暗い赤熱状態（約５８０℃） し、検量線の範囲に入るよう調整し測定する。

に達せしめ、それ以上の温度にならないようにする。放冷後、灰分を塩酸（１＋９） ２ 測定波長は、クロム及びひ素については表中のいずれの波長を用いても良いが、一貫して同

で酸性とした後、１００ｍＬのメスフラスコに移し入れ、標線まで水で希釈し、これ 一の波長を用いなければならない。

を試料液とする。 ｄ 薬剤含有量の計算方法

(b) カルミン酸法 ｃによつて求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

試料約１ｇを石英ガラス製又は無ほう酸ガラス製の２００～５００ｍＬの共通すり ２５０×試料液の希釈倍数 １

合わせトラップ球付き丸底フラスコに正確に量り採り、過酸化水素水１５ｍＬ、硫酸 薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×────────────×ｆ×─

２ｍＬ及びりん酸２ｍＬを添加する。次に、これを砂浴上で徐々に加熱し、内容物を １，０００ ε

分解し、内容物が黒色になったところで過酸化水素水５ｍＬを追加する。この操作を Ｐ：検量線から求めたクロム、銅又はひ素の濃度（ｍｇ／ｌ）

繰り返し、試料が完全に分解して内容物が透明になり、硫酸白煙が発生するまで濃縮 ｆ：各化合物に換算するための係数で、それぞれ次に掲げるとおりとする。

した後、放冷する。その後、丸底フラスコの中の内容物を２００ｍＬのメスフラスコ クロム化合物：１．９２３

に移し入れ、標線まで水で希釈し、これを試料液とする。 銅化合物 ：１．２５２

(c) プラズマ発光分光法（以下 「ＩＣＰ発光分光法」という ） ひ素化合物 ：１．５３４、 。

(b)により分解濃縮した内容物を１００ｍＬのメスフラスコに移し、内部標準として ε：各成分の定量値を薬剤含有量に換算するための係数で、次の表に掲げるとおり

原子吸光分析用イットリウム標準原液１ｍＬを加えた後、標線まで水で希釈し、これ とする。

を試料液とする。

ｂ ＤＤＡＣ 薬剤の種類

(ｱ)のＡに同じ。 成分 ＣＣＡ１ ＣＣＡ２ ＣＣＡ３

Ｂ 試薬の調製

ａ ほう素化合物 クロム化合物 ０．６５５ ０．３５３ ０．４７５

（クルクミン法）

(a) 炭酸ナトリウム溶液 銅化合物 ０．１８１ ０．１９６ ０．１８５

， 。無水炭酸ナトリウム１０ｇを水に溶解して全量を１ ０００ｍＬにしたものをいう

(b) クルクミン溶液 ひ素化合物 ０．１６４ ０．４５１ ０．３４０

クルクミン（植物製）０．１ｇをエタノール４００ｍＬに溶解する。

(c) しゆう酸アセトン溶液 (ｳ) アルキルアンモニウム化合物系保存処理薬剤で処理されたもの
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しゆう酸５０ｇをアセトン５００ｍＬに溶解し、ろ過する。 Ａ 試料液の調製

(d) ほう酸標準溶液 試料約１ｇを球管冷却器付き３００ｍｌの平底フラスコに正確に量り採り、塩酸―エタノ

ほう酸を硫酸デシケーターの中で５時間乾燥したもの０．５ｇを正確に量り採り、 ール混液（塩酸（３５％）３ｍｌにエタノールを加えて１００ｍｌとしたもの。以下同じ ）。

水に溶解して１，０００ｍＬのメスフラスコに移し入れ標線まで希釈して、これをほ ５０ｍｌを加えて湯浴上で１時間煮沸する。放冷後、抽出物を吸引ろ過するとともに、木粉

う酸標準原液とする。使用時にこの原液を水で５０倍に希釈してほう酸標準溶液とす を約３０ｍｌのエタノールで洗浄する。ろ液は１００ｍｌのメスフラスコに移し、標線まで

る。 エタノールで希釈し、これを試料液とする。

（カルミン酸法、ＩＣＰ発光分光法） Ｂ 検量線の作成

(a) カルミン酸溶液 ＤＤＡＣ標準液（０．１ｍｇ／ｍｌ：ＤＤＡＣ０．１ｇを正確に量り採り、１，０００ｍ

カルミン酸２５ｍｇを硫酸に溶解して、全量を１００ｍＬとする。 ｌのメスフラスコに入れ、標線まで水で希釈したもの）０～４ｍｌをビーカーに段階的に正

(b) 硫酸第１鉄溶液 確に量り採り、それぞれについて塩酸―エタノール混液２ｍｌを加えた後、水を加えて約４

硫酸第１鉄（硫酸鉄（Ⅱ）七水和物）５ｇを０．５ｍｏｌ／Ｌ硫酸１００ｍＬに溶 ０ｍｌとし、１ｍｏｌ／ｌ水酸化ナトリウム溶液（水酸化ナトリウム４ｇを水に溶解して１

。 。） 、 ． 、解する。 ００ｍｌとしたもの 以下同じ 数滴を加えて 万能ｐＨ試験紙によるｐＨを約３ ５とし

(c) ほう酸標準溶液 これを検量線用標準液とする。

ほう酸を硫酸デシケーターの中で５時間乾燥したもの０．２５ｇを量り採り、１０ あらかじめ、ｐＨ３．５の緩衡液（０．１ｍｏｌ／ｌ酢酸水溶液と０．１ｍｏｌ／ｌ酢酸

０ｍＬのメスフラスコに入れ標線まで水で希釈して、これをほう酸標準原液とする。 ナトリウム水溶液を１６：１で混合したもの。以下同じ ）１０ｍｌ、オレンジⅡ溶液（０．。

使用時にこの原液を水で５０倍に希釈してほう酸標準溶液とする。 １（Ｗ／Ｖ）％：オレンジⅡ（ｐ―β―ナフトール・アゾベンゼンスルフォン酸）０．１ｇ

ｂ ＤＤＡＣ を水に溶解し、１００ｍｌとしたもの。以下同じ ）３ｍｌ、塩化ナトリウム５ｇ及びクロロ。

(ｱ)のＢに同じ。 ホルム２０ｍｌを入れた１００ｍｌの分液ロートに、検量線用標準液を加える。約５分間振

Ｃ 検量線の作成 とう後、約３０分間静置してクロロホルム層と水層の分離を待つた後、クロロホルム層の一

ａ ほう素化合物 部を取り、少量の硫酸ナトリウム（無水）を加えて脱水し、波長４８５ｎｍにおける吸光度

（クルクミン法） を測定して検量線を作成する。

ほう酸標準溶液０～４ｍＬを、段階的に、内径５ｃｍのるつぼに正確に量り採り、ｄ Ｃ 定量方法

の定量方法と同様に操作してほう酸の量と吸光度との関係線を作成して検量線とする。 Ａで調製した試料液のうちから、ＤＤＡＣとして０．４ｍｇ以下を含む量を正確に量り採

（カルミン酸法） り、１００ｍｌのビーカーに入れ、水を加えて約４０ｍｌとした後、１ｍｏｌ／ｌ水酸化ナ

ほう酸標準溶液０～２ｍＬを 段階的に ２５ｍＬのメスフラスコに正確に量り採り トリウム溶液数滴を加えて、万能ｐＨ試験紙によるｐＨを約３．５とし、これを試験溶液と、 、 、

それぞれの全量が２ｍＬになるよう水を加えた後、ｄの定量方法と同じく操作して、ほ する。

う酸の濃度と吸光度との関係線を作成して検量線とする。 あらかじめ、ｐＨ３．５の緩衝液１０ｍｌ、オレンジⅡ溶液３ｍｌ、塩化ナトリウム５ｇ

（ＩＣＰ発光分光法） 及びクロロホルム２０ｍｌを入れた１００ｍｌの分液ロートに、試験液を加える。約５分間

原子吸光分析用ほう素標準原液１ｍＬを１００ｍＬのメスフラスコに正確に量り採っ 振とう後、約３０分間静置してクロロホルム層と水層の分離を待つた後、クロロホルム層の

たものと、別に１００ｍＬのメスフラスコを用意し、それぞれに原子吸光分析用イット 一部を取り、少量の硫酸ナトリウム（無水）を加えて脱水し、波長４８５ｎｍにおける吸光

リウム標準原液１ｍＬを正確に加えた後、標線まで水で希釈し、ほう素とイットリウム 度を測定し、検量線からＤＤＡＣの量を求める。

の発光強度比から関係線を作成して検量線とする。 Ｄ 薬剤含有量の計算方法

ｂ ＤＤＡＣ Ｃによつて求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

(ｱ)のＣに同じ。 １００

Ｄ 定量方法 薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×───────────

ａ ほう素化合物 試料液の採取量（ｍｌ）

（クルクミン法） Ｐ：検量線から求めたＤＤＡＣの量（ｍｇ）

試料液１ｍＬを内径５ｃｍのるつぼに正確に量り採り、炭酸ナトリウム溶液を加えて (ｴ) 銅・アルキルアンモニウム化合物系保存処理薬剤で処理されたもの

アルカリ性とした後、水浴上で蒸発乾固させる。次に、残留物を放冷した後、塩酸（１ Ａ 試料液の調製

＋４）１ｍＬ、しゆう酸アセトン溶液５ｍＬ及びクルクミン溶液２ｍＬを加えて、５５ ａ 銅化合物
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±２℃の水浴上で２時間３０分加熱する。これを放冷した後、残留物にアセトン２０～ (ｲ)のＢのａに同じ。

３０ｍＬを加えて溶出し、ろ過しながら１００ｍＬのメスフラスコに入れる。アセトン ｂ ＤＤＡＣ

で容器及び残留物を数回洗い、洗液を合わせて標線までアセトンで希釈し、試験溶液と (ｳ)のＡに同じ。

する。試験溶液の一部を吸収セルに移し、空試験液を対照液として波長５４０ｎｍにお ｃ Ｎ―アルキルベンジルジメチルアンモニウムクロライド（以下「ＢＫＣ」という ）。

ける吸光度を測定し、あらかじめ作成した検量線からほう酸の量を求める。試験溶液の (ｳ)のＡに同じ。

吸光度が検量線の範囲を超える場合は、アセトンで一定量に希釈し、検量線の範囲内に Ｂ 検量線の作成

入るように調整して測定する。 ａ 銅化合物

（ ， ） 、（カルミン酸法） 原子吸光分析用の銅標準液 １ ０００ｐｐｍ ５ｍｌを３００ｍｌのビーカーに入れ

試料液２ｍＬを２５ｍＬのメスフラスコに正確に量り採り、塩酸３滴、硫酸第１鉄溶 過酸化水素水１ｍｌ、硫酸（１＋４）４ｍｌを加え、砂浴上で徐々に加熱する。放冷後、

液３滴及び硫酸１０ｍＬを加えて混合し、メスフラスコに共栓を付し水冷した後、カル ビーカーの内容物を１００ｍｌのメスフラスコに水で洗いながら移し、硫酸ナトリウム溶

ミン酸溶液１０ｍＬを加えて混合する。次に、これを再び水冷し、標線まで硫酸で希釈 液１０ｍｌを加えた後、標線まで水で希釈したものを検量線用標準原液とする。この検量

し、４５分間室温で放置して、試験溶液とする。試験溶液の一部を吸収セルに移し、空 線用標準原液０～１５ｍｌを１００ｍｌのメスフラスコに段階的に正確に量り採り、硫酸

試験液を対照液として波長６００ｎｍにおける吸光度を測定し、あらかじめ作成した検 ―硫酸ナトリウム溶液を標線まで加えたものを標準試料溶液とする。それぞれの標準試料

量線からほう酸の量を求める。試験溶液の吸光度が検量線の範囲を超える場合は、硫酸 溶液について、波長３２４．８ｎｍにおける吸光度を原子吸光光度計で測定して、検量線

で一定量に希釈し、検量線の範囲内に入るように調整して測定する。 を作成する。

（ＩＣＰ発光分光法） ｂ ＤＤＡＣ

ＩＣＰ発光分光分析装置で、試料液の発光強度を測定する。あらかじめ作成した検量 (ｳ)のＢに同じ。

線からほう素の量を求める。試験溶液の吸光度が検量線の範囲を超える場合は、検量線 ｃ ＢＫＣ

の範囲内に入るように試料液を調整して測定する。 (ｳ)のＢに同じ。ただし、標準液としてＢＫＣを用いるものとする。

Ｃ 定量方法

成 分 測定波長（ｎｍ） ａ 銅化合物

試料液を検量線の範囲内に入るように硫酸―硫酸ナトリウム溶液で一定量に希釈し、原

ほう素 ２４９．７７３ 子吸光光度計によりＢのａと同じ条件で吸光度を測定し、検量線の直線領域から銅の濃度

を求める。

イットリウム ３７１．０３０ ｂ ＤＤＡＣ

(ｳ)のＣに同じ。

ｂ ＤＤＡＣ ｃ ＢＫＣ

(ｱ)のＤに同じ。 (ｳ)のＣに同じ。ただし 「ＤＤＡＣ」とあるのは 「ＢＫＣ」と読み替えるものとする。、 、

Ｅ 薬剤含有量の計算方法 Ｄ 薬剤含有量の計算方法

ａ ほう素化合物 ａ 銅化合物

（クルクミン法） Ｃのａによつて求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

Ｄによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。 ２５０×試料液の希釈倍数 １

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×１００×試料液の希釈倍数 薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×────────────×１．２５２×─

Ｐ：検量線から求めた試験溶液のほう酸の量（ｍｇ） １，０００ ε

（カルミン酸法） Ｐ：検量線から求めた銅の濃度（ｍｇ／ｌ）

Ｄによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。 ε：各成分で定量値を薬剤含有量に換算するための係数で、次の表に掲げる

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×１００×試料液の希釈倍数 とおりとする。

Ｐ：検量線から求めた試験溶液のほう酸の量（ｍｇ） ｂ ＤＤＡＣ

（ＩＣＰ発光分光法） Ｃのｂによつて求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

Ｄによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。 １００ １
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薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×５．７１８×１００×試料液の希釈倍数 薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ× ───────────× ─

Ｐ：検量線から求めた試験溶液のほう素の量（ｍｇ） 試料液の採取量（ｍｌ） ε

ｂ ＤＤＡＣ Ｐ：検量線から求めたＤＤＡＣの量（ｍｇ）

(ｱ)のＥに同じ。 ε：各成分で定量値を薬剤含有量に換算するための係数で、次の表に掲げる

(ｴ) 銅・第四級アンモニウム化合物系保存処理薬剤で処理されたもの とおりとする。

Ａ 分析試料の調製 ｃ ＢＫＣ

ａ 銅化合物 Ｃのｃによつて求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

（原子吸光光度法） １００ １

試料１～２ｇを正確に量り採り、５００ｍＬの共通すり合わせトラップ球付き丸底フ 薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×───────────× ─

ラスコに入れ 過酸化水素水 ３０％ 以下同じ ２０ｍＬと硫酸２ｍＬを添加する 試料液の採取量（ｍｌ） ε、 （ 。 。） 。

これを砂浴上で徐々に加熱し、内容物を分解する。フラスコの内容物が約２ｍＬになっ Ｐ：検量線から求めたＢＫＣの量（ｍｇ）

たところで、過酸化水素水５ｍＬを追加する。この操作を繰り返し、木材が完全に分解 ε：各成分で定量値を薬剤含有量に換算するための係数で、次の表に掲げる

して内容物が透明な緑色になったところで約２ｍＬになるまで濃縮した後放冷する。フ とおりとする。

ラスコの内壁を水で洗いながら内容物を２５０ｍＬのメスフラスコに移し、標線まで水

で希釈し、これを試料液とする。

（ＩＣＰ発光分光法）

試料１～２ｇを正確に量り採り、上記（原子吸光光度法）の方法で分解、放冷後、２ 薬剤の種類

５０ｍＬのメスフラスコに水で定容したものを、ここから２５ｍＬを１００ｍＬのメス 成分 ＡＣＱ１ ＡＣＱ２

フラスコに量り採った後、標線まで硫酸（１＋１２４）溶液で希釈し、これを試料液と

する。 銅化合物 ０．５５８ ０．６６７

（蛍光Ｘ線法）

試料を２～３ｇ採取し、ボールミル型粉砕器で５分間粉砕し、粉砕された試料から約 ＤＤＡＣ － ０．３３３

１５０ｍｇを正確に量り採り、錠剤成型器に入れてペレットを作成し、これを分析試料

とする。 ＢＫＣ ０．４４２ －

ｂ ＤＤＡＣ

(ｱ)のＡに同じ。 (ｵ) ナフテン酸銅系保存処理薬剤で処理されたもの

ｃ Ｎ―アルキルベンジルジメチルアンモニウムクロリド（以下「ＢＫＣ」という ） Ａ 試料液の調製。

(ｱ)のＡに同じ。 (ｲ)のＢのａに同じ。

Ｂ 試薬の調製 Ｂ 検量線の作成

ａ 銅化合物 (ｴ)のＢのａに同じ。

(a) 銅標準原液 Ｃ 定量方法

原子吸光分析用の銅標準液（１，０００ｍｇ／Ｌ）５ｍＬと硫酸（１＋４）４ｍＬ (ｴ)のＣのａに同じ。

を１００ｍＬのメスフラスコに入れ、標線まで水で希釈したもの Ｄ 薬剤含有量の計算方法

(b) 硫酸（１＋４）溶液 Ｃによつて求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

９７％硫酸１００ｍＬを水で５００ｍＬに希釈したもの ２５０×試料液の希釈倍数

(c) 硫酸（１＋１２４）溶液 薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×────────────

９７％硫酸８ｍＬを水で１０００ｍＬに希釈したもの １，０００

ｂ ＤＤＡＣ Ｐ：検量線から求めた銅の濃度（ｍｇ／ｌ）

(ｱ)のＢに同じ。 (ｶ) ナフテン酸亜鉛系保存処理薬剤で処理されたもの

ｃ ＢＫＣ Ａ 試料液の調製
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(ｱ)のＢに同じ ただし ＤＤＡＣ とあるのは ＢＫＣ と読み替えるものとする (ｲ)のＢのａに同じ。。 、「 」 、「 」 。

Ｃ 検量線の作成 Ｂ 検量線の作成

（ ， ） 、ａ 銅化合物 原子吸光分析用の亜鉛標準液 １ ０００ｐｐｍ ２ｍｌを３００ｍｌのビーカーに入れ

（原子吸光光度法） 過酸化水素水１ｍｌ及び硫酸（１＋４）４ｍｌを加え、砂浴上で徐々に加熱する。放冷後、

銅標準原液０～１５ｍＬを段階的に１００ｍＬのメスフラスコに量り採り、標線まで ビーカーの内容物を１００ｍｌのメスフラスコに水で洗いながら移し、硫酸ナトリウム溶液

硫酸（１＋１２４）溶液で希釈したものを標準試料溶液とする。それぞれの標準試料溶 １０ｍｌを加えた後、標線まで水で希釈したものを検量線用標準原液とする。この検量線用

液について、波長３２４．８ｎｍにおける吸光度を原子吸光光度計で測定して、検量線 標準原液０～１０ｍｌを１００ｍｌのメスフラスコに段階的に正確に量り採り、硫酸―硫酸

を作成する。 ナトリウム溶液を標線まで加えたものを標準試料溶液とする。それぞれの標準試料溶液につ

、 ． 、 。（ＩＣＰ発光分光法） いて 波長２１３ ９ｎｍにおける吸光度を原子吸光光度計で測定して 検量線を作成する

銅標準原液０～５ｍＬを、段階的に、１００ｍＬのメスフラスコに正確に量り採り、 Ｃ 定量方法

標線まで硫酸（１＋１２４）溶液で希釈したものを標準試料液とする。それぞれの標準 試料液を検量線の範囲内に入るように硫酸―硫酸ナトリウム溶液で一定量に希釈し、原子

試料液についてＩＣＰ発光分光装置で測定して、検量線を作成する。 吸光光度計によりＢと同じ条件で吸光度を測定し、検量線の直線領域から亜鉛の濃度を求め

（蛍光Ｘ線法） る。

試料製材と同じ樹種の無処理の木片約３ｇを採取し、１０５℃の乾燥器中で恒量にな Ｄ 薬剤含有量の計算方法

るまで乾燥し、ボールミル型粉砕器を用いて５分間粉砕する。粉砕した木粉を１０ｍＬ Ｃによつて求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

のビーカーに１５０ｍｇづつ正確に５つ量り採る。それぞれのビーカーに銅標準原液０ ２５０×試料液の希釈倍数

～５ｍＬを、段階的に、１００ｍＬのメスフラスコに正確に量り採り、標線まで水で希 薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×────────────

釈したものを０．５ｍＬ正確に加え攪拌する。それぞれのビーカーを１０５℃の乾燥器 １，０００

中で恒量になるまで乾燥し錠剤成型器に入れてペレットを作成する。ペレットを蛍光Ｘ Ｐ：検量線から求めた亜鉛の濃度（ｍｇ／ｌ）

線分析装置にセットし、蛍光Ｘ線強度から関係線を作成して検量線とする。 (ｷ) ほう素化合物系保存処理薬剤で処理されたもの

ｂ ＤＤＡＣ Ａ クルクミン法

(ｱ)のＣに同じ。 ａ 試料液の調製

ｃ ＢＫＣ 試料約１ｇをるつぼ又は蒸発皿に正確に量り採り、炭酸ナトリウム溶液（１Ｗ／Ｖ％。

(ｱ)のＣに同じ。ただし、標準液としてＢＫＣを用いるものとする。 無水炭酸ナトリウム１０ｇを水に溶解して全量を１，０００ｍｌにしたものをいう。以下

Ｄ 定量方法 同じ ）を加えてアルカリ性として、水浴上でその混合物を乾燥させる。次にマッフル炉を。

ａ 銅化合物 用いてできるだけ低い温度でゆつくり灰化させ、次第に温度を上げて暗い赤熱状態（約５

（原子吸光光度法） ８０℃）に達せしめ、それ以上の温度にならないようにする。放冷後、灰分を塩酸（１＋

試料液を検量線の範囲内に入るように硫酸（１＋１２４）溶液で一定量に希釈し、原 ９）で酸性とした後、１００ｍｌのメスフラスコに移し入れ、標線まで水で希釈し、これ

子吸光光度計によりＢのａと同じ条件で吸光度を測定し、検量線の直線領域から銅の濃 を試料液とする。

度を求める。 ｂ 試薬の作成

（ＩＣＰ発光分光法） (a) クルクミン溶液

ＩＣＰ発光分光分析装置で、試料液の発光強度を測定する。あらかじめ作成した検量 クルクミン（植物製）０．１ｇをエタノール４００ｍｌに溶解する。

線から銅の量を求める。試験溶液の吸光度が検量線の範囲を超える場合は、原子吸光光 (b) しゆう酸アセトン溶液

度法と同様に検量線の範囲内に入るように試料液濃度を調整して測定する。 しゆう酸５０ｇをアセトン５００ｍｌに溶解し、ろ過する。

（蛍光Ｘ線法） (c) ほう酸標準溶液

蛍光Ｘ線分析装置で、試料液のＸ線強度を測定する。あらかじめ作成した検量線から ほう酸を硫酸デシケータの中で５時間乾燥したもの０．５ｇを正確に量り採り、水に

銅の量を求める。 溶解して１，０００ｍｌのメスフラスコに移し入れ標線まで希釈して、これをほう酸標

ｂ ＤＤＡＣ 準原液とする。使用時にこの原液を水で５０倍に希釈してほう酸標準溶液とする。

(ｱ)のＤに同じ。 ｃ 検量線の作成

ｃ ＢＫＣ ほう酸標準溶液０～４ｍｌを内径５ｃｍのるつぼに段階的に正確に量り採り、ｄの定量



- 16 -

(ｱ)のＤに同じ。ただし 「ＤＤＡＣ」とあるのは 「ＢＫＣ」と読み替えるものとする。 方法と同様に操作してほう酸の量と吸光度との関係線を作成して検量線とする。、 、

Ｅ 薬剤含有量の計算方法 ｄ 定量方法

ａ 銅化合物 試料液１ｍｌを正確に量り採り、内径５ｃｍのるつぼに入れ、１％炭酸ナトリウム溶液

（原子吸光光度法） を加えてアルカリ性とした後、水浴上で蒸発乾固させる。次に、残留物を放冷した後、塩

Ｄのａによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。 酸（１＋４）１ｍｌ、しゆう酸アセトン溶液５ｍｌ及びクルクミン溶液２ｍｌを加えて、

２５０×試料液の希釈倍数 ５５±２℃の水浴上で２時間３０分加熱する。これを放冷した後、残留物にアセトン２０

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×────────────×１．２５２ ～３０ｍｌを加えて溶出し、ろ過しながら１００ｍｌのメスフラスコに入れる。アセトン

１，０００ で容器及び残留物を数回洗い、洗液を合わせて標線までアセトンで希釈し、試験溶液とす

Ｐ：検量線から求めた銅の濃度（ｍｇ／Ｌ） る。試験溶液の一部を吸収セルに移し、空試験液を対照液として波長５４０ｎｍにおける

（ＩＣＰ発光分光法） 吸光度を測定し、あらかじめ作成した検量線からほう酸の量を求める。試験溶液の吸光度

Ｄによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。 が検量線の範囲を超える場合は、アセトンで一定量に希釈し、検量線の範囲内に入るよう

２０００×試料液の希釈倍数 に調整して測定する。

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×────────────×１．２５２ ｅ 薬剤含有量の計算方法

１，０００ ｄによつて求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

Ｐ：検量線から求めた銅の濃度（ｍｇ／Ｌ） 薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×１００×試料液の希釈倍数

（蛍光Ｘ線法） Ｐ：検量線から求めた試験溶液のほう酸の量（ｍｇ）

Ｄによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。 Ｂ カルミン酸法

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×試料採取量×１００×１．２５２ ａ 試料液の調製

Ｐ：検量線から求めた銅の含有率（％） 試料約１ｇを石英ガラス製又は無ほう酸ガラス製の２００～５００ｍｌの共通すり合わ

ｂ ＤＤＡＣ せトラップ球付き丸底フラスコに正確に量り採り、過酸化水素水１５ｍｌ、硫酸２ｍｌ及

Ｄのｂによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。 びりん酸２ｍｌを添加する。次に、これを砂浴上で徐々に加熱し、内容物を分解し、内容

１００ 物が黒色になつたところで過酸化水素水５ｍｌを追加する。この操作を繰り返し、試料が

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ× ─────────── 完全に分解して内容物が透明になり、硫酸白煙が発生するまで濃縮した後、放冷する。そ

試料液の採取量（ｍＬ） の後、丸底フラスコの中の内容物を２００ｍｌのメスフラスコに移し入れ、標線まで水で

Ｐ：検量線から求めたＤＤＡＣの量（ｍｇ） 希釈し、これを試料液とする。

ｃ ＢＫＣ ｂ 試薬の作成

Ｄのｃによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。 (a) カルミン酸溶液

１００ カルミン酸２５ｍｇを硫酸に溶解して、全量を１００ｍｌとする。

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ× ─────────── (b) 硫酸第１鉄溶液

試料液の採取量（ｍＬ） 硫酸第１鉄５ｇを０．５ｍｏｌ／ｌ硫酸１００ｍｌに溶解する。

Ｐ：検量線から求めたＢＫＣの量（ｍｇ） (c) ほう酸標準溶液

(ｵ) 銅・アゾール化合物系保存処理薬剤 ほう酸を硫酸デシケータの中で５時間乾燥したもの０．２５ｇを正確に量り採り、１

Ａ 分析試料の調製 ００ｍｌのメスフラスコに入れ標線まで水で希釈して、これをほう酸標準原液とする。

ａ 銅化合物 使用時にこの原液を水で５０倍に希釈してほう酸標準溶液とする。

(ｴ)のＡのａに同じ。 ｃ 検量線の作成

ｂ シプロコナゾール ほう酸標準溶液０～２ｍｌを２５ｍｌのメスフラスコに段階的に正確に量り採り、それ

（ＨＰＬＣ法） ぞれの全量が２ｍｌになるよう水を加えた後、ｄの定量方法と同じく操作して、ほう酸の

試料約５ｇを共せん付き三角フラスコに正確に量り採り、ジメチルスルホキシド（Ｄ 濃度と吸光度との関係線を作成して検量線とする。

ＭＳＯ を５ｍＬ試料全体に滴下した後 エタノール５０～１００ｍＬを加えて栓をし ｄ 定量方法） 、 、

１時間毎によく降り混ぜながら超音波による抽出工程（水温は約４０℃とする ）を３ 試料液２ｍｌを２５ｍｌのメスフラスコに正確に量り採り、塩酸３滴、硫酸第１鉄溶液。
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時間行う。静置後、抽出物を吸引ろ過するとともに、木粉を約３０ｍＬのエタノールで ３滴及び硫酸１０ｍｌを加えて混合し、メスフラスコに共栓を付し水冷した後、カルミン

洗いこむ、ろ液をロータリーエバポレーターに装着して４５℃の湯浴上で減圧しながら 酸溶液１０ｍｌを加えて混合する。次に、これを再び水冷し、標線まで硫酸で希釈し、４

概ね５ｍＬになるまで濃縮する。これをエタノールで溶解した後、２５ｍＬのメスフラ ５分間室温で放置して、試験溶液とする。試験溶液の一部を吸収セルに移し、空試験液を

スコに移し、同じ液で標線まで希釈し、これを試料液とする。 対照液として波長６００ｎｍにおける吸光度を測定し、あらかじめ作成した検量線からほ

（ガスクロマトグラフ法（以下 「ＧＣ法」という ） う酸の量を求める。試験溶液の吸光度が検量線の範囲を超える場合は、硫酸で一定量に希、 。

試料約１ｇを２００ｍＬのナス型フラスコに正確に量り採り、蒸留水１０ｍＬを加え 釈し、検量線の範囲内に入るように調整して測定する。

て３０分間膨潤させる。この試料にアセトン５０ｍＬを加えて３０分間振とう抽出し、 ｅ 計算方法

抽出物を吸引ろ過するとともに、試料を約５０ｍＬのアセトンで洗いこむ、ろ液を再度 ｄによつて求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

２００ｍＬのナス型フラスコに移し蒸留水とアセトン５０mＬを加えて上記の抽出操作 薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×１００×試料液の希釈倍数

を行う。ろ液をロータリーエバポレーターに装着して４０℃の湯浴上で減圧しながら概 Ｐ：検量線から求めた試験溶液のほう酸の量（ｍｇ）

ね１０ｍＬになるまで濃縮する。これに蒸留水を加えて約２０mＬとする。これを珪藻

土カラムに加え１０分間保持する。珪藻土カラムに注射器を取り付け、トルエン１２０

mＬを加えて溶出させる。溶出液ををロータリーエバポレーターに装着して４０℃の湯

浴上で減圧しながら留去する。残査をトルエン１０mＬで溶解して、１０ｍＬ容注射器

を取り付け洗浄を終えたシリカゲルミニカラムに１０ｍＬ／minの速度でこれを通液す

る。同様に酢酸エチル／シクロヘキサン溶液５ｍＬを通液した後、これを酢酸エチル１

０ｍＬで溶出し、溶出液をロータリーエバポレーターに装着して４０℃の湯浴上で減圧

しながら留去する。残査をアセトンで溶解しながら５ｍＬに定容し、これを試料液とす

る。

Ｂ 試薬等の調製

ａ 銅化合物

(ｴ)のＢのａに同じ。

ｂ シプロコナゾール

（ＨＰＬＣ法）

シプロコナゾール標準液

シプロコナゾール標準品（純度９５％以上で既知のもの）約０．０５ｇを正確に量

り採り、エタノールで５０ｍＬのメスフラスコに移し標線まで希釈したもの。

（ＧＣ法）

(a) シプロコナゾール標準液

ＨＰＬＣ法と同じ。

(b) 検量線用溶媒

アセトニトリル６０ｍＬ及び水４０ｍＬとを混合したもの。

(c) 酢酸エチル／シクロヘキサン溶液

酢酸エチルとシクロヘキサンを２：３（Ｖ／Ｖ）の比率で混合したもの。

(d) シリカゲルミニカラム

使用時に酢酸エチル１０mＬで洗浄後さらにトルエン１０mＬで洗浄する。

Ｃ 検量線の作成

ａ 銅化合物

(ｴ)のＣのａに同じ。

ｂ シプロコナゾール
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（ＨＰＬＣ法）

シプロコナゾール標準液をエタノールで段階的に１０～５０μｇ／ｍＬになるよう調

整し、ＨＰＬＣ専用フィルタ（孔径０．４５μｍ。以下同じ ）で濾過し、検量線とす。

る。

（ＧＣ法）

シプロコナゾール溶液を検量線用溶媒で段階的に１０～５０μｇ／ｍＬになるよう調

整し、検量線とする。

Ｄ 定量方法

ａ 銅化合物

(ｴ)のＤのａに同じ。

ｂ シプロコナゾール

（ＨＰＬＣ法）

試料液をＨＰＬＣ専用フィルタで濾過して下記の条件を標準としてＨＰＬＣで測定す

る。検量線からシプロコナゾールの量を求める。

項 目 ＨＰＬＣ条件

カラム ＯＤＳ系カラム（Ｉ.Ｄ：4.6ｍｍ，Ｌ：150ｍｍ）

移動相 アセトニトリル：水 ＝ ６０：４０ （V/V）

移動相流速 １．０ｍＬ／min

カラム温度 ４０℃

測定波長 ２２１ｎｍ

注入量 １０ μＬ

（ＧＣ法）

下記の条件を標準として試料液をＧＣで測定する。検量線からシプロコナゾールの量

を求める。

項 目 Ｇ Ｃ 条 件

（ ， ）カラム 溶融シリカ・キャピラリカラム I.D：0.32ｍｍ Ｌ：30ｍ

カラム温度 ６０℃1min→（20℃/min）→２４０℃10min→(20℃/min)→

２６０℃

インジェクション温度 ２５０℃

メイクアップガス Ｈｅ３０ｍＬ／ｍｉｎ

キャリアガス Ｈｅ SplitVent９３ｍＬ／min、PurgeVent１ｍＬ／min

燃焼ガス 水素３０ｍＬ／min、空気３７０ｍＬ／min

検出器 ＦＩＤ又はＮＰＤ

Ｅ 薬剤含有量の計算方法
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ａ 銅化合物

(ｴ)のＥのａに同じ。

ｂ シプロコナゾール

Ｄのｂによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

（ＨＰＬＣ法）

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×２５

（ＧＣ法）

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×５

Ｐ：検量線から求めたシプロコナゾールの量（ｍｇ）

(ｶ) アゾール・ネオニコチノイド化合物系保存処理薬剤

Ａ 試料液の調製

ａ シプロコナゾール

（ ） （ 、 「 」 「 」(ｵ)のＡのｂ ＨＰＬＣ法 に同じ ただし 文中の 試料約５ｇ を 試料約２ｇ

に読み替えるものとする ）。

ｂ イミダクロプリド

シプロコナゾールと同じ。

Ｂ 試薬の調製

ａ シプロコナゾール

(ｵ)のＢのｂに同じ。

ｂ イミダクロプリド

イミダクロプリド標準溶液

イミダクロプリド標準品（純度９５％以上で既知のもの）約０．０５ｇを正確に量り

採り、エタノールで５０ｍＬのメスフラスコに移し標線まで希釈したもの。

Ｃ 検量線の作成

ａ シプロコナゾール

(ｵ)のＣのｂに同じ。

ｂ イミダクロプリド

イミダクロプリド標準溶液を段階的に５～５０μｇ／ｍＬになるよう調整（ただし、

試料液の濃度が検量線から外れる場合は検量線濃度を調整することができる ）し、Ｈ。

ＰＬＣ専用フィルタで濾過し、検量線とする。

Ｄ 定量方法

ａ シプロコナゾール

(ｵ)のＤのｂに同じ。

ｂ イミダクロプリド

(ｵ)のＤのｂに同じ （ただし、文中の「シプロコナゾール」を「イミダクロプリド」。

と読み替えるものとする ）。

項 目 ＨＰＬＣ条件

カラム ＯＤＳ系カラム（Ｉ.Ｄ：4.6ｍｍ，Ｌ：150ｍｍ）
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移動相 アセトニトリル：水 ＝ ６０：４０ （V/V）

移動相流速 １ｍＬ／min

カラム温度 ４０℃

測定波長 ２７１ｎｍ

注入量 １０ μＬ

Ｅ 薬剤含有量の計算方法

ａ シプロコナゾール

(ｷ)のＤのｂに同じ。

ｂ イミダクロプリド

Ｄのｂによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×２５

(ｷ) 脂肪酸金属塩系保存処理薬剤およびナフテン酸金属塩系保存処理薬剤で処理されたもの

Ａ 分析試料の調製

ａ 銅化合物

(ｴ)のＡのａに同じ。

ｂ 亜鉛化合物

(ｴ)のＡのａに同じ （ただし、文中の「銅」を「亜鉛」に 「透明な緑色」を「透明。 、

」に読み替えるものとする。

ｃ ペルメトリン

試料約５ｇを球管冷却器付き２００ｍＬの平底フラスコに正確に量り採り、アセトン

１００ｍＬを加えて抽出する。抽出後、抽出物を吸引ろ過するとともに、木粉を約３０

ｍＬのアセトンで洗いこむ、ろ液をロータリーエバポレーターに装着して３０℃の湯浴

上で減圧しながら概ね０．５ｍＬになるまで濃縮する。これをアセトンで溶解した後、

内部標準としてフタル酸－ｎ－ジオクチル０．１％アセトン溶液１ｍＬを正確に加え５

０ｍＬのメスフラスコに移し、アセトンで標線まで希釈し、これを試料液とする。

Ｂ 試薬の調製

ａ 銅化合物

(ｴ)のＢのａに同じ。

ｂ 亜鉛化合物

(ｴ)のＢのａに同じ （ただし、文中の「銅」を「亜鉛」に読み替えるものとする ）。 。

ｃ ペルメトリン

(a) ペルメトリン標準液

ペルメトリン標準品（純度９５％以上で既知のもの）約０．１ｇを１００ｍＬのメ

スフラスコに正確に量り採り、アセトンで標線まで希釈したもの。

(b) フタル酸－ｎ－ジオクチル０．１％アセトン溶液

フタル酸－ｎ－ジオクチルを０．１ｇ正確に量り採り、１００ｍＬのメスフラスコ

に入れ、アセトンで標線まで希釈したもの。

(c) 硫酸―硫酸ナトリウム溶液

(ｴ)のＢのｃに同じ。
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Ｃ 検量線の作成

ａ 銅

(ｴ)のＣのａに同じ。

ｂ 亜鉛

（原子吸光光度法）

亜鉛標準原液０～１０ｍＬを段階的に１００ｍＬのメスフラスコに量り採り 硫酸 １、 （

＋１２４）溶液を標線まで加えたものを標準試料溶液とする。それぞれの標準試料溶液

について、波長２１３．９ｎｍにおける吸光度を原子吸光光度計で測定して、検量線を

作成する。

（ＩＣＰ発光分光法）

(ｴ)のＣのａに同じ （ただし、文中の「銅」を「亜鉛」に読み替えるものとする ）。 。

（蛍光Ｘ線分析法）

(ｴ)のＣのａに同じ （ただし、文中の「銅」を「亜鉛」に読み替えるものとする ）。 。

ｃ ペルメトリン

ペルメトリン標準液５ｍＬと内部標準液５ｍＬを５０ｍＬのメスフラスコに正確に加

えた後、アセトンで定容し、ペルメトリンとフタル酸－ｎ－ジオクチルの重量比とピー

ク面積比を求める。

Ｄ 定量方法

ａ 銅

(ｴ)のＤのａに同じ。

ｂ 亜鉛

（原子吸光光度法）

試料液を検量線の範囲内に入るように硫酸（１＋１２４）溶液で一定量に希釈し、原

子吸光光度計によりＣのｂと同じ条件で吸光度を測定し、検量線の直線領域から亜鉛の

濃度を求める。

（ＩＣＰ発光分光法）

(ｴ)のＤのａに同じ （ただし、文中の「銅」を「亜鉛」に読み替えるものとする ）。 。

（蛍光Ｘ線分析法）

(ｴ)のＤのａに同じ （ただし、文中の「銅」を「亜鉛」に読み替えるものとする ）。 。

ｃ ペルメトリン

下記の条件を標準に試料液をＧＣで測定する。あらかじめ作成した検量線に対する試

料液のペルメトリンと添加した内部標準とのピーク面積比からペルメトリンの量を求め

る。

項 目 Ｇ Ｃ 条 件

（ ． ， ）カラム ガラスカラム Ｉ.Ｄ：３ ０ｍｍ Ｌ：１０００ｍｍ

固定相液体 ＤＥＧＳ（Diethyleneglycol succinate）２％

固定相担体 （参考）Chromosorb W (HP)(149～177メッシュ)

カラム温度 ２１５℃
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インジェクション温度 ２５０℃

水素ガス圧力 ８８．３KPa

空気圧力 ４９．０KPa

窒素ガス流量 ５０ｍＬ／min

検出器 ＦＩＤ

Ｅ 薬剤含有量の計算方法

ａ 銅化合物

Ｄによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

（原子吸光光度法）

２５０×試料液の希釈倍数

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×────────────

１，０００

Ｐ：検量線から求めた銅の濃度（ｍｇ／Ｌ）

（ＩＣＰ発光分光法）及び（蛍光Ｘ線分析法）

薬剤含有量（ｍｇ）＝Ｐ×１００×試料液の希釈倍数

Ｐ：検量線から求めた銅の濃度（ｍｇ／Ｌ）

ｂ 亜鉛化合物

上記ａに同じ （ただし、文中の「銅」を「亜鉛」に読み替えるものとする ）。 。

ｃ ペルメトリン

Ｄのｃによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

Ｓｔ Ｐ

薬剤含有量（ｍｇ） ＝ ──────────× ─

５０（ｍＬ） ｐｎ

Ｓｔ：標準ペルメトリンの質量（ｇ）

Ｐ：分析試料溶液中のペルメトリンと内部標準との面積比

Ｐｎ：標準試料液中のペルメトリンと内部標準との面積比

(ｸ) クレオソート油保存処理薬剤で処理されたもの

Ａ 試料液の調製

試料約１ｇ（薬剤含有量により試料の量は調整する。以下同じ ）を円筒ろ紙に正確に。

量り採り、ソックスレー抽出器に装着して、エタノール─ベンゼン混液（１：２ｖ／ｖ。

以下同じ ）５０ｍＬで抽出流下液が無色透明になるまで抽出し、これを試料液とする。。

Ｂ 定量方法

ａ 試料液を、１００ｍＬのなす型フラスコにエタノール―ベンゼン混液１０ｍＬで洗い

ながら移し入れ、ロータリーエバポレーターに装着して５０℃の湯浴上で減圧しながら

濃縮する。１００ｍＬのなす型フラスコの質量が恒量になるまで濃縮した後、フラスコ

の外面をよく拭って質量を測定する。

ｂ 別に空試験として、試料製材と同じ樹種の無処理の木材を用いて同様に操作して質量

を測定する。

Ｃ 薬剤含有量の計算方法
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Ｂによって求めた値から次式により薬剤含有量を算出する。

薬剤含有量（ｍｇ）＝（本試験の質量（ｍｇ）－本試験に用いたなす型フラスコの質量

（ｍｇ ）－（空試験の質量（ｍｇ）－空試験に用いたなす型フラスコの質量（ｍｇ ）） ）

(ｹ) ほう素化合物系保存処理薬剤で処理されたもの

Ａ 試料液の調製

(ｳ)のＡに同じ。

Ｂ 試薬の調製

(ｳ)のＢのａに同じ。

Ｃ 検量線の作成

(ｳ)のＣのａに同じ。

Ｄ 定量方法

(ｳ)のＤのａに同じ。

Ｅ 薬剤含有量の計算方法

(ｳ)のＥのａに同じ。

(4)～(5) 略 (4)～(5) 略



農林物資規格調査会部会議事次第

日時：平成１７年１１月３０日（水）

１４時～

場所：農林水産省第二特別会議室

１ 開会

２ 表示・規格課長挨拶

３ 議題

(１）製材の日本農林規格の制定等について

・製材の日本農林規格の制定

・針葉樹の構造用製材の日本農林規格の廃止

・針葉樹の造作用製材の日本農林規格の廃止

・針葉樹の下地用製材の日本農林規格の廃止

・広葉樹製材の日本農林規格の廃止

・押角の日本農林規格の廃止

・耳付き材の日本農林規格の廃止

・まくら木の日本農林規格の廃止

（２）枠組壁工法構造用製材の日本農林規格の見直しについて

（３）その他

４ 閉会

配付資料

１ 農林物資規格調査会部会委員名簿

２ 製材の日本農林規格の制定等について

参考１ 針葉樹の構造用製材の日本農林規格

参考２ 針葉樹の造作用製材の日本農林規格

参考３ 針葉樹の下地用製材の日本農林規格

参考４ 広葉樹製材の日本農林規格

参考５ 押角の日本農林規格

参考６ 耳付き材の日本農林規格

参考７ 耳付き材の日本農林規格

３ 枠組壁工法構造用製材の日本農林規格の見直しについて

４ ＪＡＳ規格及び品質表示基準の制定・見直しの基準



資料１
農林物資調査会部会委員等名簿

氏 名 役 職

○ 有馬 孝 宮崎県木材利用技術センター所長

○ 岩本 敬明 （社）住宅生産団体連合会木質複合建築開発委員会委員長

○ 田中 隆行 （社）全国木材組合連合会理事

○ 森田 満樹 （株）食品科学広報センター主任研究員

○ 山根 香織 主婦連合会副会長

石田 英生 日本木材防腐工業組合技術委員長

加藤 信子 関西生活者連合会理事

神谷 文夫 （独）森林総合研究所構造利用研究領域長

河合 誠 （社）日本ツーバイフォー建築協会耐久性作業部会主査

河道前 伸子 全国消費者協会連合会食品安全対策委員会委員長

川畑 正美 主婦

熊代 聖子 全国生活学校連絡協議会事務局長

小坂 潤子 全国消費生活相談員協会

斉藤 一 （社）プレハブ建築協会住宅部会木質系技術分科会副代表幹事

笹田 己由 全国建設労働組合総連合会住宅対策部長

鈴木 憲太郎 （独）森林総合研究所複合材料研究領域長

高野 愛次郎 （社）全国中小建築工事業団体連合会常任理事

内藤 英代 消費科学連合会企画委員

西村 勝美 （財）日本住宅・木材技術センター常務理事

長谷川 朝惠 主婦

林 雄一 アメリカ針葉樹協議会日本代表

麓 英彦 カナダ林産業審議会日本副代表（技術担当）

堀江 雅子 （財）ベターホーム協会常務理事

三善 和夫 （社）日本木造住宅産業協会資材・流通部長

（注）○：農林物資規格調査会委員



パブリックコメント等募集結果

（枠組壁工法構造用製材の日本農林規格の改正案）

１ パブリック・コメント（募集期間： ～ ）H17.12.22 H18.1.31

受付件数

なし

２ ＷＴＯ通報によるコメント（募集期間： ～ ）H18.3.28 H18.6.1

受付件数

なし
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